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を解析した。実験には C57BL/6 雄マウスを用い、離乳直後（3 週齢）に実験群を軟食群と硬食群に分け、生
後 7週と 14 週において、神経幹細胞のマーカーである nestinおよびニューロン前駆細胞のマーカーである
doublecortinについて海馬における陽性細胞数を解析した。さらに生後 14週において、real-time PCRを
用い nestin 遺伝子および doublecortin 遺伝子の海馬における発現を解析した。その結果、生後 14 週にお







１．qRT-PCR と免疫染色の結果において、7週齢に比較し 14週齢でより顕著な差が確認された理由は何か。 




２．これらの結果から変化が想定される signaling pathway にはどのようものがあるか。 
(神経細胞間の情報伝達を担う calcium signaling pathway や細胞増殖/生存に関わる PI3K-Akt signaling 











１．実験動物に C57BL/6Jmice を選んだ理由は何か。 
(本研究は、我々のグループが行った専攻研究の続報として実験を行った。そのため、使用動物は前回と同
様に C57BL/6Jmice を選択した) 
２．7Wで有意差がなく、14W で有意差が出たのはなぜか。 



























である nestinと DCXを用いた) 
 
主査の井上委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに確認
するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
 
